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日下先生も早起きして一緒に





【司会】
岩井 浩氏

京都腎臓病総合対策推進協議会事務局長



【開会挨拶】
京都腎臓病総合対策推進協議会会長
京都民医連中央病院 救急総合内科科長 神田 千秋 先生



「高血圧の芽を摘むため、地域で
こどもの減塩を
プロデュースする」

演者：日下美穂先生（広島県呉市、日下医院院長、
「こだわりのヘルシーグルメDietレストランin呉」

プロジェクト代表

座長：川勝秀一先生
（川勝小児科内科医院院長）

基調講演









【パネルディスカッション】
司会：八田 告 先生（八田内科医院 院長）

川手 由香 先生（京都桂病院栄養科 科長）



「京丹波町の小学校における果物摂取と尿中Na/K比の評価」

【パネルディスカッション】
司会：八田 告 先生（八田内科医院 院長）、川手 由香 先生（京都桂病院栄養科 科長）

京都府立大学院生命科学研究科大学院生 山城美琴氏



「産学公連携による適塩の取り組み」

宇治市役所 健康生きがい課 三好小百合氏

【パネルディスカッション】
司会：八田 告 先生（八田内科医院 院長）、川手 由香 先生（京都桂病院栄養科 科長）



「京都府の塩分摂取状況や取り組み、食生活改善推進員の活動」

【パネルディスカッション】
司会：八田 告 先生（八田内科医院 院長） 川手 由香 先生（京都桂病院栄養科 科長）

京都府健康対策課 金川由香里氏

京都府食生活改善推進員連絡協議会 梅地洋子氏



【閉会挨拶】
京都市立病院 腎臓内科部長 家原典之先生



第2部
「適塩商品のいろいろ」
川手由香先生
（京都桂病院栄養科科長）







開催後記

秋冷の候、皆様には益々ご清祥のことと存じます。先日は、第3回適塩フォーラ
ム in Kyoto 2018に95名と大変多くの方にご参加頂き有難うございました。
冒頭に岩井事務局長そして推進協の神田千秋会長から開会の挨拶を頂きました。

今後、府民や企業と協同して適塩サミットin Kyotoを開催するにあたり、まずは適
塩仲間を増やすことから始めようということで適塩フォーラムを開催したという趣
旨説明があり、フォーラムが始まりました。
基調講演では、世界で初めての画期的な減塩イベントである『減塩サミットin呉

2012』の立役者である日下美穂先生をお招きして子供への適塩についてご講演頂き
ました。『高血圧の芽を摘むために地域でこどもの減塩をプロデュースする』とい
うタイトルで、司会を小児腎臓医療がご専門の川勝秀一先生にお願いしました。
『日本人は食塩感受性、食塩中毒』、『ソルトコンシャス：ソルコン』『医師の減
塩指導は無力』『患者だけ教育しても減塩の限界』など日下節を交えて、大変分か
り易くインパクトのあるご講演を頂きました。来場者のアンケートでも大変好評で、
毎回日下先生に来て頂きたいなど、一気に日下先生ファンが増えました。日下先生
には将来開催する適塩サミットin kyotoには応援に駆けつけて頂くとエールを頂き
ました。皆さん、必ずや実現しましょう！
パネルディスカッションでは、京都府立大学の東あかね教授の指導の下、研究

されている大学院生の山城美琴氏に「京丹波町の小学校における果物摂取と尿中
Na/K比の評価」をご発表頂きました。Naを減らすだけでなく、K摂取も重要で、そ
の比率と循環器疾患が関連していること、検査結果により、食事バランスが乱れて
いる児童へ個別介入出来た事例など、大変有意義な取り組みをご紹介頂きました。



次に宇治市役所の三好小百合氏からは、行政としての大変精力的な適塩の取り
組みをご紹介頂きました。普及活動として、『宇治市、適塩はじめました』と
キャッチフレーズの作成、教育として、小学生対象の適塩授業や適塩味噌汁の調
理実習、また若いお母様などを対象とした『塩ヘル活チャレンジ30』などをご紹
介頂きました。また社会環境整備として宇治市役所食堂の減塩化に取り組んでお
られます。大変熱心にそして皆さんがいきいきと活動されている様子が印象的で
した。京都府の適塩リーダー市町村として益々のご活躍に期待しています。
最後に京都府からは、府民の食塩摂取量の報告や『京のおばんざい弁当』や
『健康の食づくり応援店』などの認定を行うなどの取り組みをご紹介頂き、私達
の知らないところで頑張っておられることも良く分かりました。ローソンなどの
コンビニの扉に貼ってある店舗もあるようで皆さん、注意して見てみましょう！
続いて、梅地洋子氏から食生活改善推進員の活動が紹介され、京都府では1400人
以上の推進員が地域に密着したボランティア活動をされていることを知り、我々
医療者だけでなく、こんなにも同志が大勢おられることに感銘を受けました。
最後に、推進協理事の家原典之先生に閉会のご挨拶頂き、第1部を終了しました。
第2部では、川手氏からの声掛けで各企業から『適塩商品のいろいろ』をご紹介
頂きました。多くのサンプルを手にして、これも塩分カットか？というぐらい企
業努力でその商品が開発されていることも知りました。出展企業の皆様有難うご
ざいました！
最後になりましたが、紅葉の嵐山という大変贅沢な会場を無償で提供して下
さった大和学園様に御礼申し上げます。これからも皆様と一緒に京都における適
塩活動を広めていきたいと思います。今後ともご指導、ご支援賜りますよう宜し
くお願いします。

文責：推進協 適塩チーム 八田 告


